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神奈川県における河川環境の変化とミヤマシジミの消長

山内達也・原 聖樹

Tatsuya YAMAUCHI & Seiki HARA: Environmental Change of River 

and the Status of Lycaeides ar gyrognomon (Lepidoptera; 

Lycaenidae) in Kanagawa Prefecture 

ミヤマシジミ Lycaeidesargyrognomon BERGSTnA.-

SSERはシジミチョウ科に属する小形な蝶で， 14£の麹表

は光沢を手帯びた青紫色，麹表暗褐色の雌は後麹に燈色

斑列と個体によってはさらに紫色斑をも併せ持つ美麗

種である。日本では，中国 ・近畿（共に稀） ・中部 ・

関東 ・東北地方に局限的な産地が知られる。

神奈川県では， 1950年8月17日に新堀豊彦氏により

足柄上郡旧寄村宇津茂において 1個体が得られたのが

最初の記録である。続いて1957年7月29日に下目的i夫

氏により津久井郡藤野町名倉から2個体が採集され

た。その後しばらく記録は途絶えていたが， 1960年代

半ばから1970年代初頭にかけて，神奈川昆虫談話会・

相模蝶類同好会 ・京浜昆虫同好会の各会員らによって

続々と新産地が発見され，県内におけるミヤマシジミ

の分布実態が明らかにされた。

本種は県西半の酒匂川および相模川水系の河川流域

にのみ局地的に産し，その生息地はし、ずれも河川の川

原や堤防に限定されるといった，きわめて特異な分布

様相をみせている。

図l 中津川田代産ミヤマシジミ〔上， 0；下， ♀；
右，裏面． 山内採集〉

ところが，どうしたわけか， 1984年の南足柄市内山

における著者の1人山内による 1維の目撃例を最後と

して，神奈川県ではミヤマシジミの記録は途絶えてし

まった。筆者らは1982年以来，本種のかつて見らわした

すべての記録地で何度も調査してきたが，現在ではい

ずれの地でも本種を見ることはできなくなっている。

そこで，この機会に神奈川県のミヤマシジミに関す

る従来の知見を整理し， なぜ本種が本県からまぼろし

化したかについても，私見を述べてみたい。

分布

ミヤマシジミの分布は隣接地方の静岡県駿東部小山

町あるいは山梨県大月市の産地，さらに富士山麓へと

つながる。神奈川県の各産地はこれらの分布圏の延長
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図2 神奈川県におけるミヤマシジミの分布
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総」二，その末端域に位置している。足柄平野 ・足柄山

地 ・丹沢山地 ・小仏山地に分布し，標高20～600mの

地に記録される。木県内の記録地を一覧すると，次の

とおりである。

一酒匂川水系一

酒匂川本流 ：富水～栢山～松田（小田原市 ・足柄上

郡開成町〉，西大井～金手 （足柄上郡大井町〉 ，日向

（足柄上郡山北町〕

中津JI!：田代～宇津茂（足柄上郡松田町〉

内 Jll：ざら瀬～内山 ・矢倉沢（南足柄市〉

皆瀬Jll：市間～高杉・ 高杉 ・八丁（山北町〉

河内Jll：山市場 ・上ノ原 ・中川温泉～特沢（同町〉

玄倉JII：玄倉（同町〉

世附JII : tlf:附 ・大又沢（同町〉

ー相模川水系

相模川木流 ：名倉（藤野町〉

中津川： 石小屋～宮ケ瀬 ・札掛 （愛甲郡清川村）

道志Jll：青山貯水池（津久井郡津久井町〕

生 態

ミヤマシジミの食餌植物はマメ科のコマツナギで，

この落葉小低木は県内全域の路傍 ・草地 ・林緑 ・山}j夏

斜面 ・鉄道沿線 ・墓地等に見られる。 しかし，ある程

度まとまった規模の群落が付近一帯に点々と広く連続

的に分布するような場ということになると，河川の堤

防や川原のほかにはあまり例がなし、。コマツナギが県

内各地で見られるにもかかわらずミヤマシジミの分布

が河川に限定されるのは，このような事情による。

次に，神奈川県におけるミ ヤマシジミの生活につい

て得られた知見を記す。

本種は5月上旬から10月下旬にかけてほぼ連続的に

見られるため正確な発生回数を把握し葉(E ~ 、が，およそ

5回位と考えられる。 成虫は花蜜を求め，コマツナギ

・ミヤコグサ ・シロツメ グサ ・アカツメグサ ・カワラ

ナデシコ ・ヒメジョオン・ツユクサ ・ウツギ等が訪花

植物として記録されている。発生地を遠く離れて飛ぶ

個体が目撃されたことはなL、。

卵は夏Wlにはコマツナギの葉哀，幹 ・校の分岐部，

幹上などに1卵ずつ産まれるが，越冬卵は産卵部位が

異り，食樹根際の幹上（く ぼみ ・突起上にも〉や幹 ・

枝分岐部のほか食樹付近のマツ ・ススキ枯葉あるいは

食樹以外の枯木などにも産付される。幼虫は食樹の花

上 ・葉上 ・校上などから見出され，花や葉を食べる。

踊は禁裏から発i見されている。天敵としては寄生パェ

が知られ，野外における寄生率はかなり高L、。
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図3 コマツナギ〔皆瀬川八丁．ススキ ・クズに被覆

されつつある〉

記録の整理と産地の現状

1. 富水～栢山～松田・西大井～金手 （酒匂川｜本流，

図4 1) 

1967年虫月10日，筆者の1人原はシノレピアシジミを

求めて訪れた栢山～松田の酒匂川右岸堤防 ・川原にお

いて2カ所から，はからずも本種2雄 2雌を発見し

た。そして，同年9月23日・10月15日の調査で，富水

～栢山～松田の本流右岸と西大井～金手の左岸には本

種が堤防・川原に点々と分布し場所によっては多産す

るものであることが判明した。 9月23日には，本種の

卵 ・中齢～終齢幼虫も見出された（原1967b；’68a）。

シノレピアシジミは，食草のミヤコグサが多かったにも

かかわらず，富水～栢山～松田で再発見する ことが

できなかった。シノレビアの多産した1950年代の半ばか

ら後半にかけてこの地にミヤマシジミは分布していな

かったらしく，だとすれば同地の本種はおそらく 1960

年代に入ってから酒匂川沿いに上流域から侵入してき

たものと考えられる。少なく とも， 1950年代末期～19

60年代の同地において，シルピアシジミに替ってミヤ

マシジ ミが急速に勢力を拡大してきたことは事実であ

ろう。こうした事情は原（1968a〕に詳しし、。

翌1968年には，鈴木利孝氏が富水～栢山において多

数の成虫 ・卵を観察した（鈴木，1969a，’69b；’70）。

1970年11月29日，原は渋谷誠 ・伊藤哲夫両氏と共に，

西大井～金手においてコマツナギから越冬卵〔4卵〉

を発見した 〔原 ・渋谷 ・伊藤，1971）。その後は，猪

又敏男氏によって松田における本種の生態写真が紹介

されただけで（猪又，1975), 同地での記録は途絶え

ている。1975年以後は山内が何度もこの地を訪れてい

るが，本種を再発見できなし、。

現在，富水～栢山～松田の堤防上は舗装されてサイ



図4 現在の生息環境 （1.酒匂川本流柏山， 2. 中津川田代，3.皆瀬川八丁，4.河内川山市場，

5 河内川上ノ原， 6.玄倉小菅沢， 7. 中津川札掛，s.道志川青山貯水池〉
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クリングロードと化しており，道路にされない堤上に

はススキ ・クズ・アメリカセンダングサが繁茂してい

る。堤防は3段になっており，徹底した護岸工事がな

され，コ ンク リート化した部分が多L、。栢山～松田で

は流れがコンクリー トの堤まて‘迫っているが，富水～

栢山のかつてミヤマシジミを産した所の川原はヨシ ・

ススキ群落に被覆されている。問題のコマツナギはの

り面上部の道路沿いやコンクリート壁の継目など，堤

防内側にのみ点々と群落が見られ，所によってはかな

り多い場もある。 しかし かつて本種の姿が見られた

当時を思うと，その勢力は半減している。また， 川原

にはも うコマツナギは生えていない。

以上は本流右岸の実態であるが，左岸〈西大井～金

手〉の状況もこれとほぼ同様である。ただ，コマツナ

ギは報徳橋から下流の富士見橋にかけても点々と残存

しており， ミヤマシジミの発見当時は未調査であった

が，ここにはかつて木種を産した可能性が強L、。なお，

ミヤコグサは右岸には見られず，左岸の狭い範聞に少

量が残っているだけである。

2. 日向 （酒匂川本流〉

1965年8月17日に武井敏夫氏によ って得られた1雌

が最初の記録である〔武井， 1966〕。翌1966年8月2

日には平野幸彦氏が1雌を得（平野， 1967), 続いて

1969年5月21日に武井氏が4雄3雌を採集している

（武井， 1970）。

記録は久しく途絶えていたが，1983年6月23日に山

内が諸星重明氏の案内で同地を訪れ，1雄とコマツナ

ギから終齢幼虫1頭を採集した。その後，山内は1984年

6月21日に1雄2雌を，同年7月23日に1雄をそれぞ

れ目撃しているが（以上，いずれも未発表記録），1985 

年以後にはまったく見られなくなった。本種は高瀬橋

付近の左岸堤防から川原にかけて自生するコマツナギ

群落で発生していた。

現在， 本流の流れ際は他物被覆に乏しい石疎地にな

っているが，土壌の堆積している場にはヨ シ・ススキ

・グズ等の群落が繁茂しているので， JII原にコマツナ

ギの生育できる場はなし、。この小低木は堤防上の路傍

（コング リー トのり面の上〉に残っているが，場所に

よってはススキ ・グズ ・アメリカセンダングサ等に被

覆されつつある。 食樹量からみるとぎりぎりの線でミ

ヤマシジミが残存していてもおかしくはないが，以前

に比較すればコマツナギの分布規模は狭く，その量も

いちじるしく減少している。

3. 田代～宇津茂 〔中津川，図4 2) 
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前述したように，1950年に新堀氏によって本県で最

初に発見された産地である（京浜昆虫同好会， 1956）。

その後十数年間記録は途絶えていたが， 原（1967a) 

は1966年から1967年にかけて延6回の現地調査を実施

し，いずれの調査日にも団代～宇津茂に点々と本種が

多産することを確認した。 中津川の川原 ・堤防内側の

り面に自生するコマツナギの群落地がその発生場所で

あるが，当時は河川敷の砂利採集が盛んに行われ，生

息環境の破壊が憂慮されたものである（原，1967d）。

追加記録のないまま時代は流れて1982年6月27日，

山内は岸一弘氏と共に田代で6雄3雌と，コマツナギ

より若齢～終齢幼虫23頭，帰1個を採集した。さらに

山内は同年7月4日に1雄2雌を， 8月14日に2雄2

雌をそれぞれ目撃しており，1983年7月16日にも 1雄

2雌を得たが， 1984年6月28日における1維の目撃例

を最後として（以上，いずれも未発表記録〉田代～字

津茂の本種は姿を消してしまった。

1982年8月1～2日に本州中部に上陸した台風10号

は南アノレプス野呂川林道をズタズタに破壊したことで

特に同好者聞に印象が深いが，この台風の影響で川原

は冠水し，本種の産地は食樹もろとも壊滅的な打撃を

受けた。このことが同地の本種を衰退の途に追い込ん

だ直接的な原因と思われる。それでも，1984年までは

細々と余命を保っていたがー・ー。

現在では，かつて本種の最も多く見られた川原にヨ

シ・ススキが繁茂し， 場所によってはさらにその上を

カナムグラ ・クズが被覆している。コマツナギの多か

った場にはススキ・チガヤ ・オオアプラススキ等が繁

茂している。この小低木は田代～宇津茂において堤防

上の道路沿い， 川原側にのみ点々 と残存しているが，

まとまった群落は見られず，どこもススキ ・チガヤ －

Fズ等に埋没されかかっており，その勢力は弱い。

4. ざら瀬～内山 （内Jll)

1969年6月1B，原は石川光一 ・伊藤哲夫両氏に同

行して内山の水神面橋からざら瀬まで内川においてミ

ヤマシジミの探索を実施し，多数の本種を発見した

（原 ・石川 ・伊藤， 1970）。特に，水神面橋～下回橋の

堤防にはコマツナギの群落がほぼ連続的に見られ，本

種の姿も切れ目なく見られた。本種は下回橋～尾崎橋

．ざら瀬にも分布していた。

角田（1981）は18維の被検標本に基いて南足柄産ミ

ヤマシジミに見られる色彩斑紋の変異について論述

し， 1978年10月7日に得られた標準タイプの l維を図

示した。 1980年10月9日に伊藤正宏氏が内山で1雌を



目撃した（伊藤・原・山内・落合， 1981）。山内は内

山において1983年8月27日に1維を， 1984年10月10日

に1維をそれぞれ目撃したが（し、ずれも未発表記録〉，

前述のように1984年の 1雄が本県で見られた最後のミ

ヤマシジミとなった。

現在，水事11面橋～下回橋のコマツナギは堤防上の路

傍 ・のり面に少量が点々と残っているが，チガヤ ・ス

スキ ・カナムグラ ・クズ・ヨモギ ・イタドリ・カラム

シ・アメリカセンダングサ等に埋没しかかっているも

のが多L、。下回橋～ざら瀬にコマツナギは見られな

い。ざら瀬のかつての産地では，堤防のり面～川原上

部がヨシ ・ススキ ・クズ ・アメリカセンダングサに被

覆され，野菜畑になった場所もあり，また堤上は舗装

されている。

内川の狭い川原はヨシ群務になっているケースが多

いが，所によってはススキ ・カナムグラに被覆されて

いる。いずれにせよ、川原にコマツナギの生える場は

ない。

5. 矢倉沢 ・内川合流点 （内Jll)

1968年7月23・24日， 矢倉沢・内川合流地点の川原

に本種が多産することを柏井伸夫氏が明らかにした

（柏井，1968。原文には狩川となっているが，内川の

ことと思われる）。翌 1969年6月1日には原が石川 ・

伊藤両氏と共にこの合流点付近で6維2雌を確認した

（原 ・石川 ・伊藤， 1970）。その後の記録はない。

現在， コマツナギは堤防上の路傍やのり面（石垣に

なっている場にも〕に点々と見られるが少なし、。川原

はヨシ群落に埋まり，食樹の生育できる場ではない。

なお，内川源流の足柄l峠登山口登山道の付近で武井

敏夫氏によって1969年9月19日に2雄が記録されてい

るが〔武井， 1970〕，具体的な採集地点は判然としな

い。前田橋よりも上流の内川では現在，地蔵堂付近に

少量のコマツナギが見られる程度であり， ミヤマシジ

ミのいそうな場はない。

6. 市間～高杉・高杉・ i¥T（皆瀬川， 図4-3)

1966年6月19日に農大一高生物部によって2雌が皆

瀬川から発見された。そして， 1969年から1971年にか

け7ピ同校生物部 ・神部昭夫氏らによって多数の国体が

得られている（同校生物部， 1972；，神部， 1975）。神

部氏の談によれば，本種は市間～高杉 ・高杉の皆瀬川

の川原2カ所に多産したという。

一方，武井敏夫氏は1969年7月20日に高杉において

本種を多数採集 ・目撃し，さらに八丁から1雄を発見

した（武井， 1970〕。八丁て、は山内英男氏も同年9月3

日に本種の多産を確認している（山内， 1970a）。その

後は， 1979年 1月27日に八丁付近において落合弘典氏

がコマツナギから1卵を見出しているだけで（伊藤 ・

原 ・山内 ・落合， 1981），同河川での記録は他にない。

1982年8月1～2日の台風10号（前述〉による出水

で一瞬のうちに発生地は流され，本種の生息環境が破

壊された。以後，皆瀬川でミヤマシジミの姿を見た人

はいなし、。

現在， JII原にはヨシ ・ススキ・アメリ カセンダング

サ ・クズ等がはびこり，荒れて開けた場にもコマツナ

ギは見られない。この小低木は八丁の川原上部から車

道堤へかけて小群落が残っているほか，市間橋付近 ・

市間～高杉の道路上に少数が見られる程度で昔日の面

影はなし、。また，八丁より上部には聞けた場がほとん

どなく，むろんコマツナギも見られない。

7. 山市場 （河内川， 図4 4) 

1968年8月19日，佐藤勝信氏により河内川近くの回

の畦道にコマツナギの自生する場所で1個体が採集さ

れた（佐藤， 1968）。1970年8月6～8日には，福島理

氏が棚沢キャンプ場の川原に生えた食樹のまわりで雄

雌数頭を採集 ・目撃した（福島，1970）。その後の記録

はなし、。

現在，棚沢キャンプ場のコマツナギは川原上部と堤

防 （のり面 ・路傍〕に広く分布し， 量的にも多く，食

餌植物の量からみる限りミヤマシジミが残存していな

いのが不思議にd思えるほどである。ヌド種の発見後今日

までの聞に，同地の本種にどのような変事が起こった

のか不明である。なお， 河内川左岸の崖に近いコマツ

ナギ群落はヤブガラシ ・クズの繁茂により埋没されつ

つある。

また，「山北（三保〕」において相原秀彦氏により19

65年7月25日に1♀が得られている〈相原， 1967）。

山市場の近くとも思われるが，詳しい場所は判然とし

ない。

8. 上ノ原 （河内川，図4-5)

1968年3月3日， 原は石川光一氏と共に細川橋付近

の河内川右岸堤防上に自生するコマツナギから本県で

初めての越冬卵c9 ！）仰を見出した（原・石川， 1970）。
その後の記録はなし、。

現在ではかつて越冬卵の得られた堤防は消え，ここ

にセメント工場が建設されて砂利置場と化し，ダンプ

カーが往来している。川沿いにレジャー施設 ・保養所

ができ，すぐ近くまで・丹沢湖が迫っている。同地のJll

原にはヨシ ・ススキが多く，その遊び場に生えた少量
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のコマツナギが昔日の面影を残しているにすぎなし、。 る。現在のダムサイトにはコマツナギはほとんど見ら

9. 中川温泉～響沢（河内川〉 れない。両氏は同日， 玄倉～塔ノ岳登山口で6頭を得

1968年7月26日，猪又敏男氏によって符沢山荘付近 ているが，前述の小菅沢からの記録である可能性が強

において l雌が発見され（猪又， 1969）， 翌1969年7月 L、。

?5日には柏弁伸夫氏が中川温泉～待沢で、1維を採集し なお，玄倉以北の玄倉川上流では川原に2～3カ所，

Tこ（本自井， 1970）。次いで，鈴木裕氏は同年7月28日に 少量のコマツナギが自生しているだけで， ミヤマシジ

中川温泉において 1雌を発見している（鈴木， 1969）。 ミの生息に好適な場は見当たらなし、。

また，京浜昆虫同好会の採集案内（1971）には，管沢 11.世附 （世附Jll)

集落付近の川原のコマツナギに本種が発生している旨

紹介されている。正式に報告されているのは以上のと

おりで，他に同地域での記録は知られていない。

1984年以後，山内はこれらの場所を何度も調査した

が，すでに本種は見られなかった。

現在，中川混泉から智沢へかけて河内川堤防の内側

のり商や勾配のゆるやかな川原に，点 と々コ マツナギ

が残っている。 中川温泉には特に多L、。管沢山荘付近

には見当らないが，事寺沢集落では車道コンクリー ト壁

下の川原に食樹の小群落がある。 中川｜温泉以外の地で

は，以前に比較してコマツナギは激減している。

10. 玄倉 （玄倉川，図4-6)

1966年8月26日に原が多数の成虫と コマツナギから

若干の幼虫を発見した（原，1967a）。翌1967年には6

月3日と 8月6日に，いず北の日にも岡地での多産が

確認されている（原 ・相原， 1968；，相原， 1968〕。

バス停「玄倉J付近小菅沢の，磯の多い川原に自生

するコマツナギ群落地が本種の発生地であった。当時

すでに， 川原に何台ものダンプカーが出入り して砂利

が採取され，フツレドーザーも出動して沢の流れが人為

的に変形されつつあり，生息環境の破壊が憂慮された

ものである。

山内がこの地を何度か訪れたのは1985年以後である

が，すでに本種は見られなかった。発見後何年もたた

ずして環境破壊により絶滅してしまったのであろう。

現在， かつての産地の一部は砂利の集積された工事現

場に変貌しているo丹沢湖と小菅沢の出合付近に媛堤

が築かれ，沢の左岸には林道が施設されている。わず

かながらもコマツナギが残存しているのは以前の場所

よりもやや上流，小菅沢橋下流の堰堤下である。 Jll原

上部の一角に狭く ，小規模な群落が残っているにすぎ

ない。 Jll原は採地化されている。

一方，神縄～玄倉において1970年9月21日に金子裕

明 ・林真琴両氏によって3雄5雌が採集されている

（金子・林， 1971）。おそらく，すでに丹沢湖底に没し

た玄倉川の，それも玄倉に近い川原での記録と恩われ
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世附付近の，田畑にコマツナギの点在する場所で19

70年5月31日に3訴I：が山内英男氏によ って採集されて

いる（山内， 1970b）。その後の記録はなし、。

1980年頃に同地で筆者の1人山内が調査したとこ

ろ，コマツナギは｜到畑などには見られなかった。集落

の荒地にポツン ・ポツン と少量自生していたにすぎ

ず，むろんミヤマシジミを再発見できなかった。その

後，丹沢砂lのダム工事によってこの自生地は破壊され

てコンクリート壁と化し，食樹は姿を消した。

12. 大又沢 （世附川〉

1966年8月2日に平野幸彦氏によ って，浅瀬から数

回さかのぼった地点で1雌が得られている（平野，19

67）。その後の記録はなし、。

大又沢では現在，崖下の林道沿いにコマツナギが点

在的に自生しているものの少なく，本種の発生できる

ほどの量ではなし、。

13.名倉 〈相模川本流）

前述したが，下田輝夫氏によって1957年7月29日に

2頭が発見された（杉並区立高円寺中学生物部，19

61〕。具体的な採集地は不明である。その後の記録を

聞かなし、。

原は， 1968年から1970年にかけて名倉で本穫を探し

たことがある。しかし，名倉橋付近で見られたコマツ

ナギも少なく ，当時すでに同地でミヤマシジミの生息

に適した環境を見出すことができなかった。

14. 石小屋～宮ケ瀬 （中津川渓谷〕

1961年9月（？〕28日 （27日？）に宮坂司郎氏によっ

て本種とみられる異常型1雄が採集され，図示されて

いる （藤岡， 1979・＇81）。麹表の黒地に暗い青色斑を

有する本個体は，アサマシシミにそっくりであるが，

裏面の斑紋やゲニタリアの特徴はむしろミヤマシジミ

に近いとし、う。 1雄しか知られておらず，正体不明の

謎の個体である。

採集地は宮ケ瀬～石小屋聞の道路から川原へかけて

の草付きであるが，その後1964年6月末に藤岡知夫 ・

小倉勘二郎両氏が現地調査したところ再発見できず，



コマツナギも見つからなかった。また，1975年頃から

山内は同地を何度も訪れているが，食樹さえも見つけ

ることができない。

多少の疑問は残るものの，本稿ではこの l維をミヤ

マシジミとして紹介した。

15.札掛 （中津川，図4ー 7)

1965年8月に猪又敏男氏によって1雌が丹沢ホーム

付近の川原で採集され（猪又， 1968), 次いで1968年

8月14日に根岸中学生物部により札掛から 1維が記録

された（秋山， 1970）。少なくも1960年代には，この地

で細々と発生していたことがうかがえる。

コマツナギは現在でも，丹沢ホーム付近札掛橋にお

いて中津川左岸工事用地の路傍に小群落が残ってい

る。 川の両岸はコンクリ ート壁になっており，その上

の用地で食樹はススキ ・カゼクサ ・キンエノコ戸＼イ

タドリ ・カラムシ ・オオパコ ・ノコンギク等と共に自

生している。しかし，その査は少なく ，ミヤマシジミ

の発生を可能にするほどのものではない。中津川源流

大山原生林域の同地（標高 580m）は，今日では原始

的な環境とはいえないまでも，本種と しては最も山深

い産地であり，その点注目に値する。

16. 青山貯水池（道志川， 図4-8)

青山貯水池傍の道志川右岸川｜原において小倉勘二郎

氏により1964年9月27日に3雄 1雌と翌1965年6月27

日に1雄が得られたのが最初の記録である（小倉， 19

66〕。そして，京浜昆虫同好会編の採集案内（1966・

’71〕〉に同地でシノレピアシジ ミと ともに発生してい

る旨紹介された。続いて， 1967年10月15日に2維が伊

藤哲夫氏によって記録された（伊藤，1968）。

原は1968年5月28日にウツギに訪花した1雄（汚損

体，未発表記録〕 と，同年7月17日に同地で1雄3雌

を〔原， 1968b・’69b〕，また1969年5月23日に新鮮な

1雄1雌を観察した（未発表〉。当時は川原上部から

堤防のり面にかけてコマツナギの大群落があり，発生

量は少ないものの時期に訪れれば本種は必ず見られる

ものであった。 すでにミヤコグサは少なく， シノレピア

シジミは姿を絶っていた。

その後， 1973年に原弘・ 守屋博文両氏らが同地で探

索を行ったところ，本種は見つからなかった（穴吹，

1978）。 この頃， 山内も 2度ほどここで本種を探した

がやはり見出せず， 1970年前後に本種は絶滅したよう

である。当時，同地で砂利採取 ・河川改修による流路

変更がなされているのを原は見たことがあり，おそら

くダンプカー ・フソレドーザーの侵入による環境破壊が

本種を窮地に追い込んだのであろう。もともと，発生

地はせいぜい二十数アーノレの狭い範聞の場であった。

現在，JII原にはヨシ ・ススキ ・クズ ・カナムグラ ・

アメリカセンダングサ等が繁茂している。これらの植

物群落に被覆されない空地は，休日ともなるとレジャ

ーの場と化し， 家族連れ ・釣人 ・アベックなどの来訪

を受けてにぎわう。コマツナギは堤防下部から高水敷

にかけての道路沿いに，周囲をクズ ・ススキ ・アメリ

カセンダン〆サが被覆する中に1カ所，以前とは比べ

物にならぬほど規模の小さな群落が残されているだけ

である。

河川環境の破壊と食樹・蝶の衰退

神奈川県でのミヤマシジミの発見から今日まで，継

続的に十分な調査がなされている産地は一つもないの

で，各hの地で本種がまぼろし化していった経緯の議‘

細は不明である。このほど著者らがかつての産地や記

録地を訪れてまず感じたのは，いずれの地でも開発が

進み，その景観が昔二日をしのぶよすがもないほどに変

貌してしまった，ということである。

食餌l植物のコマツナギは残存しているものの，以前

とは比べ物にならないほどその量や群落の広がり ・連

続性等は縮小されていた。この点で例外は河内川の山

市場と中川温泉の産地であるが，ここでは本種が発生

しでもおかしくないほどコマツナギは健在であった。

ただ，同地ではいったん蝶が衰退して以後に，コマツ

ナギだけが復活したのではないか・・・ ？としづ疑いも

ある。

本種の発見当初からすでに憂慮されていた川原の砂

利採取あるいは流路変更 ・Jill:堤建設 ・護岸工事等の河

川改修は， 1970～1980年代においても各地で活発に実

施されている。この間，河川法の成立により砂利採取

は規11:1］されたが，時すでに遅しの感はまぬがれなし、。

河岸や堤防のり面のコンク リー ト化はコマツナギを

激減させた。このような場でこの小低木は，コンクリ

の継ぎ目や部分的に生じた裂け目などからわずかにそ

の顔をのぞかせることができるにすぎなし、。極端な例

として，堤上が舗装されサイクリングロードと化した

酒匂川本流のようなミヤマシジミ産地もある。 皆瀬川

や河内川上流などでは，流れ際河岸の車道も舗装され

た。ブルドーザーによる流路変更や過度の砂利採取が

行われた結果， Jll原が頻繁に裸地化され， 後述する現

象もからんでここにアメリカセンダングサ ・セイタカ

アワダチソウ等の帰化植物が侵入した所もある。ま

た，川原がレジャーの場と してキャンプ地 ・釣場 ・子
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図5 内川の産地今昔（上は1969年，下は1989年撮影．

川原の値物被覆の変化が注目される〉

供の遊び場などに利用され，休日に人が群集するよう

になった産地もある。人口増加により都市空間に遊び

場の少なくなったことが，近郊の河川敷をこのような

場に変えたのであろう。

一方では，汚物でJIIは富栄養化し，また堤防でのセ

メント使用が土擦のアノレカリ化を促進した。好貧栄養

・好酸性の植物から成る本来の植生が変化した事実も

見逃せなし、。その結果， かつて多くのミヤマシジミ産

地を特徴付けたカワラナデシコ ・カワラケツメイ ・

ヤコグサ等はいちじるしくその数を減じてしまった。

ちなみに， 筆者らはカワラナデシコの存在を， 川原の

蝶の生息環境を狽uる指標植物のーっとして重視してい

る。このような間接的な打撃が，河川環境を単調なも

のにしたことも無視できないのである。

ミヤマシジミの生息環境ヶひいては河川環境の変貌

は，別の側面からも進行した。それは，いわゆる農業

革命がもたらした農業の近代化 ・機械化である。

もとも と，河川の堤防・川原は農家にとって貴重な

採草場（カヤ場 ・カヤ刈り場〉であった。そこは，水

田の肥料や家畜飼料あるいは薪用燃料の供給地として

利用され，とりわけススキ ・チガヤ ・オギ等は屋根ふ

きや炭俵の恰好な原料として重視されていた。ミヤ 7
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シジミ産地の堤妨が水岡地帯に接している所は多L、。

この採草場では，低木類の侵入を阻止して草地を維持

するために春 ・夏の青草刈りや冬場の枯草刈りと火入

れ〔野火〉が慣行的に行われ，ときには牛馬の放牧も

なされた。そして，このような現象がコマツナギの食

樹としての状態を良好に保ち，またそこに種々の草花

を咲かせてミヤマシジミにとっても，成虫の餌場（吸

蜜源〉として理想的な環境を現出させていたのであ

る。

昭和30年代以降， 高度経済成長の波が都市近郊の農

村地待を包み込んだ。農家戸数は減少し，労力不足が

深刻化する中で，化学肥料や農薬が急速に普及して，

堤防 ・川原の採草場としての意義は薄れてしまった。

牛が堤上の草を食むのどかな光景も過去のものとなっ

た。農作業が機械化 ・省力化され，採草 ・火入れが不

定期化し回数も減ったのは当然であり，植物遷移が進

んで堤防 ・川原にPズ・カナムグラ ・アメ リカセンダ

ングサ等がはびこり，コマツナギが革本類に埋没され

かかっている場は意外に多L、。以前に比較するとコマ

ツナギがやや巨大化しているような場もある。

内川 （南足柄市〕の堤防などは比較的よく草が刈り

取られており，場所によってはシパ型の草地も見られ



るが〈一時的か？〉，かつてあれほど繁茂していたこ

の地のミヤコグサが姿を消したことを考えると，やは

り採草の頻度 ・形態が変化したことはし、なめなし、。採

草に除草機が導入されたことと，堤上の道路にも除草

剤が散布されるようになったため，草木の種構成も変

化した。草は刈りつ放しで，持ち去られなL、。おそら

く，このようなことが護岸工事も加わって同流域のコ

マツナギを衰退に追い込んだのであろ う。一方では，

田畑への殺虫剤散布・堤防への除草剤散布による生態

系の微妙なパランス変動も， ミヤマシジミの衰退に手

を貸した疑いがある。

除草機の導入は短時間で広い面積の草を刈り取るこ

とを可能にした。以前のように，目的の場所を刈り終

えた時分には最初に刈った草が再び伸長し始めてい

る，といった現象も見られなし、。手作業によるミトラ

刈りミ は滅り，除草機を駆使した小低木の除去も容易

になった。

内川の川原は現在ヨシ群落とススキ ・カナムグラに

被覆されており，そこにコマツナギの侵入できる場は

ない（前述〕。ミヤマシジミの発見当時は川原に適当

な空闘が存在したことなど〔図 5），まるでうそのよ

うである。内川に限らず大なり小なり，採草されずに

放置された川原の荒廃化は顕著である。丈の高い草に

よる被覆度が高くなってきて川原の空間が閉ざされて

しまったケースは，特に皆瀬川のような小河川でいち

じるしい。

川原の植生は不安定であり，そこは恒常的に，出水

による冠水 ・流出の危機に直面している。たとえ堤の

一部が欠撰するほどの洪水が起こっても，他で健在す

る堤防上にとり残されたコマツナギは，時間経過にと

もない再び元の場に侵入することができょう。ミヤマ

シジミの産地は幾度も非常事態に見舞われ，そのつど

本種は盛衰を繰り返してきたはずて‘ある。神奈川県の

本種は，他県での例のように河川の近くにも生息の場

があって分布をそこまで拡大している，といったこと

がなし、。他所からの補給もきかずに河川に閉じ込めら

れた蝶は，川沿いに点在する唯一の食餌植物コマツナ

ギを伝って移動することしかできないのである。

ただでさえ発生場所の広くない本種は人為による環

境破壊の影響をもろに受け， その場はさらに狭ま り，

一方では生息環境を分断された。中津川〔松田町〉や

皆瀬川における台風10号の例のように（前述） , 1度

の大きな出水によって皆滅的な打撃をこおむるほど，

1980年頃にはすでに蝶の勢力が衰退していたのであろ

う。そこにコマツナギは復活しでも， ミヤマシジミは

再起できなかった。

以上に述べたように，人為による河川環境の破壕

が，食餌植物を衰退させ，ひいてはこの県土からミヤ

マシジミのまぼろし化を紹来した原因で、あると考えら

れる。実際，河川の植生は貧相化し，そこはナチュラ

リストにとって味気のない場に変貌した。河川の景観

は個性を失い，どの川も似たりょったりの人工的な格

一化が進行している。

くしくも，木県においてミヤ7 シジミの分布実態が

明らかにされたのは，歴史上かつてないほど河川｜の環

境が大きく変容し始める時代であった。そして，あた

かも河川環境の悪化を象徴するかのように，この勺II

原の佳蝶ミはあたふたと姿を消していったのである。

おわリ に

分布調査がかなりゆきとどいているとはいえ， 1970

年以来神奈川県においてミヤマシジミの新産地は発見

されておらず，いまなお人知れず眠っている本種の楽

園がまったく存在しないとは言いきれなし、。本稿がむ

しろ，木県であのフツレーの佳蝶に再会できるきっかけ

になることを祈って筆を置く。1982～1989年の現地調

査を山内が， 1988～1989年の現地調査と本稿の執筆を

原が担当した。

末筆ながら，調査活動にご協力くださったり，また

種々のご教示をいただいた岸一弘 ・諸星重明 ・平野孝

彦・神部昭夫 ・伊藤正宏 ・伊藤哲夫 ・脇一郎の諸氏に

謝意を表するしだし、である。
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